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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超短波（ＶＨＦ）テレビジョン信号と周波数変調（ＦＭ）信号とに同調するデュアルモ
ード同調装置であって、
　該装置は局部発振回路を有し、該局部発振回路は、第一のインダクタと第二のインダク
タからなる第一の直列構成と、該第一の直列構成と並列構成をなすために第一の接続点と
第二の接続点とで相互接続され、可変キャパシタンスダイオードと第一のパディングキャ
パシタからなる第二の直列構成と、該並列構成の該第一の接続点とグランドとの間に接続
されるアクティブ発振器エレメントと、該第一及び第二のインダクタンスのうちの１つと
並列に接続されるモード切換えダイオードと第二のパディングキャパシタからなる第三の
直列構成と、該可変キャパシタンスダイオードと該第一のパディングキャパシタとの接続
点に同調電圧を供給する手段と、該モードスイッチングダイオードと該第二のパディング
キャパシタとの接続点にモード切換え電圧を供給する手段とを含み、
　該並列構成の該第二の接続点とグランドとの間に接続され、寄生の発振を抑圧する減衰
用の抵抗をさらに含む、
ことを特徴とするデュアルモード同調回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超短波（VHF:　Very　High　Frequency）テレビジョン信号及び周波数変調
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（FM:　Frequency　Modulation）ラジオ信号に同調するためのデュアルモード同調装置に
関し、かかる装置は、局部発振回路を有しており、該局部発振回路は、第一及び第二のイ
ンダクタンスからなる第一の直列構成、可変キャパシタンスダイオード及び第一のパディ
ングキャパシタからなる第二の直列構成を含んでおり、該第一及び第二の直列構成は並列
構成を成すために第一及び第二の接続点で相互接続されており、さらに、該並列構成の第
一の接続点とグランドとの間に接続されるアクティブ発振エレメント、該第一及び第二の
インダクタンスのうちの１つと並列に接続されるモード切換えダイオード及び第二のパデ
ィングキャパシタからなる第三の直列構成、該可変キャパシタンスダイオードと該第一の
パディングキャパシタとの接続点に同調電圧を供給する手段、及び該モードスイッチング
ダイオードと該第二のパディングキャパシタとの接続点にモード切換え電圧を供給する手
段を含んでいる。かかるデュアルモード同調装置は、出願人の公的に利用可能なＴＶ－Ｆ
Ｍチューナ　ＦＭ１２００ＭＫ２で使用される。
【背景技術】
【０００２】
　上述された種類の装置では、ＦＭラジオ帯域（８８～１１０ＭＨｚ）がＶＨＦ　ＴＶ帯
域間にあるため、両方のモードについて同じ局部発振器回路を使用することが望まれてい
る。しかし、ＴＶ信号の受信とＦＭ信号の受信とについて、異なる中間周波数が要求され
る。ＦＭ信号の受信について中間周波数は１０，７ＭＨｚであり、ＴＶ信号の受信につい
て中間周波数は３８，９ＭＨｚ（欧州のＰＡＬ規格）又は４５，７５ＭＨｚ（米国のＮＴ
ＳＣ規格）のいずれかである。したがって、局部発振周波数がＦＭモードにおいてＴＶモ
ードにおいてよりも低いように、局部発振回路が切り替えられることが必要である。
【０００３】
　シンプルモード同調回路の特性は、共振で非常に高いインピーダンスを有し、共振周波
数のいずれかの側で、インピーダンスは、非常に低いレベルに迅速に減衰することである
。したがって、それらの回路では、単一の発振が保持される。しかし、上述された種類の
デュアルモード同調回路では、望まれない発振すなわち寄生の発振が容易に生じる場合が
あり、これら寄生の発振が十分に減衰されなければならない。このことは、位相ロックル
ープ（ＰＬＬ）シンセサイザが実際の周波数を計測し、同調回路を揃えるための結果を使
用する応用で特に重要である。ＰＬＬが望まれない発振を得た場合、ＰＬＬは「ルックア
ップ」に駆動される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述された公知の同調装置では、比較的低い値の減衰用の抵抗を通して２つのインダク
タンス間の接続点を接地することによる、寄生の発振を減衰するための手段が設けられる
。しかし、この解決策は、十分に満足されるものではないように見える。アクティブ発振
エレメント（ＰＬＬ）は、通常、集積された形式で実現され、改善された高周波性能をも
つ現代のＰＬＬシンセサイザＩＣにより、公知のデュアルモード同調回路は、寄生発振に
よる実質的な問題を有している。減衰用の抵抗の値を増加することで、寄生発振の減衰が
増加される場合があるが、この解決策は、より低い発振器のパフォーマンスによって多く
の雑音となる。別の問題は、減衰用の抵抗がモード切換えダイオードのためにグランドへ
のＤＣパスとして機能するという事実により、減衰用の抵抗の値に対する実際の上限が存
在することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の目的は、寄生発振に関して低減されたリスクをもつ改善されたデュアルモード
同調装置を提供することにあり、したがって、本発明に係る装置は、該並列構成の第二の
接続点とグランドとの間に接続された寄生発振を抑圧するための減衰用の抵抗により特徴
付けられる。
【０００６】
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　寄生発振の低減されたリスクから離れて、本発明の装置は、望まれる発振が減衰用の抵
抗により実質的に左右されないという更なる利点、及び装置のコンポーネントを通常搭載
するプリント回路ボードのレイアウトを変えることなしに変更を達成することができると
いう利点を有している。
　本発明は、添付図面を参照して以下に説明される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図１の同調装置は、２つのインダクタＬ1及びＬ2からなる第一の直列構成、及び可変キ
ャパシタンスダイオードＣV及びパディングキャパシタＣP1からなる第二の直列構成を有
している。２つの直列構成は、並列構成をなすために接続点Ｊ1及びＪ2で相互接続されて
いる。２つの直列構成は、小さな素子値のキャパシタＣ3は、可変キャパシタンスダイオ
ードＣVと並列に接続されている。２つの直列構成の接続点Ｊ1は、カップリングキャパシ
タＣ1及び正帰還キャパシタＣ2を通して増幅器Ａに接続されている。増幅器Ａ及び２つの
キャパシタＣ1及びＣ2は、本装置のアクティブ部分、又はＡＣ電流を接続点Ｊ1に供給す
る電流源Ｓを構成する。同調電圧Ｖtは、抵抗Ｒ3を通して、可変キャパシタンスダイオー
ドＣVとパディングキャパシタＣP1との接続点に印加される。同調電圧は、たとえば、増
幅器Ａと共に、モノリシック集積回路に位置される周波数シンセサイザから導出される場
合がある。
【０００８】
　モード切換えダイオードＣSWと第二のパディングキャパシタＣP2からなる第三の直列構
成は、インダクタＬ2と並列に接続されており、モード切換え電圧ＶSは、抵抗Ｒ2を通し
て、モード切換えダイオードと第二のパディングキャパシタとの接続点に印加される。イ
ンダクタＬ1及びＬ2の接続点は、インダクタＬ1とＬ2との接続点は、比較的小さな素子値
の減衰用の抵抗Ｒ1を通してグランドに接続されている。
【０００９】
　動作において、ＦＭ受信の間、切換え電圧が抵抗Ｒ2を通して印加されず、スイッチン
グダイオードＣSWは、たとえば１ｐＦの小さな素子値のキャパシタのように振舞う。この
ＦＭモードでは、素子Ｌ1，Ｌ2，ＣP1及びＣV＋Ｃ3は共振回路を構成し、その共振周波数
は、所望の発振周波数を実質的に決定する。同調電圧Ｖtを変えることは、ＦＭラジオ帯
域内での同調のために必要とされるレンジ内でこの周波数を変動する。パディングキャパ
シタＣP1とキャパシタＣ3の値により、発振器の周波数が１０，７ＭＨｚの距離をおいて
、同調入力回路（図示せず）で実質的に作動することが保証される。
【００１０】
　ＴＶ信号の受信の間、正の電圧ＶSは、抵抗Ｒ2を介してモード切換えダイオードＣSWに
印加される。このモードでは、ダイオードＣSWは、たとえば１ｐＦのキャパシタンスのよ
うに振舞う。このキャパシタンス及びパディングキャパシタＣP2は、共振回路が素子Ｌ1

，ＣV＋Ｃ3，ＣP1，ＣP2及びＣSWにより形成されるように、インダクタＬ2をバイパスす
る。
【００１１】
　抵抗Ｒ1は、本装置に関する如何なる寄生の発振を減衰する役割を果たす。本装置の寄
生の発振の振る舞いを分析するため、アクティブな電流源Ｓを負のインピーダンスとして
考え、電流源Ｓにより見たときにタンク回路（すなわち電流源Ｓを除く装置の全てのエレ
メント）の（正の）インピーダンスを計算することが便利である。発振は、タンク回路の
インピーダンスが電流源の負のインピーダンスよりも大きい如何なる周波数で起こる。タ
ンク回路のインピーダンスの決定のため、グランドへの接続点Ｊ１の浮遊容量とグランド
へのＣSW及びＣP2の接続点の第二の浮遊容量が考慮される。
【００１２】
　図２には、タンク回路のインピーダンスが示されており、水平軸に沿う周波数（ＭＨｚ
）と垂直軸に沿うインピーダンスの振幅（ｄＢ）により示されている。計算のため、以下
の現実的な値が選択されている。Ｌ1＝１７０ｎＨ、Ｌ2＝１２０ｎＨ、Ｒ1＝５，６Ω、
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Ｆ、ＣS1＝０，８ｐＦ及びＣS2＝０，８ｐＦ。ＣV＝７，５ｐＦ（同調レンジのほぼ中間
）。ＦＭモードでＣSW＝１ｐＦであり、ＴＶモードでＣSW＝１ｎＦである。
【００１３】
　図２では、曲線Ｉは、ＦＭモードにおけるタンク回路のインピーダンスを表し、曲線Ｉ
Ｉは、ＴＶモードにおけるこのインピーダンスを表している。
　ＴＶモードでは、所望の発振周波数は、共振ピークＲII（約１３０ＭＨｚ）で起こる。
このモードでは、０と８００ＭＨｚの間の計測値のレンジ内で寄生の共振が存在しない。
ＦＭモードでは、所望の発振周波数は、共振ピークＲI（約１００ＭＨｚ）で起こる。し
かし、このモードでは、寄生の共振ピークＰIが約３７５ＭＨｚで存在する。この寄生の
共振は、主にループＣS1，Ｌ1，Ｒ1で進行する電流によるものと考えられる。図２のグラ
フから、この寄生の発振でのインピーダンスは、所望の発振のインピーダンスよりも約１
０ｄＢだけ低い。これは余りに小さ過ぎて、この周波数での寄生の発振が起こらないこと
を確認できない。
【００１４】
　図３には、改善された装置が示されている。図１の装置に関する差は、減衰用の抵抗Ｒ

1が減衰用の抵抗Ｒ1aで置き換えられており、この減衰用の抵抗Ｒ1aは、接続点Ｊ２とグ
ランドとの間に接続されている。図４は、先に与えられたのと同じ値をもち、図１の抵抗
Ｒ1に関して抵抗Ｒ1aについて同じ値をもつ、そのように変更された装置のインピーダン
スのグラフを示している。グラフは、ＦＭモードにおける寄生ピークＰIは、寄生の発振
のリスクが実質的に最小にされるように、かなり低減されており、所望の発振周波数から
（約５００ＭＨｚに）離れてシフトされている。また、寄生のピークＰIIは、ＴＶモード
で存在しているが、このピークは、このピークでの寄生の発振に関するリスクが存在しな
い、十分に低減されたレベル及び十分に低い周波数を有している。
【００１５】
　図３の装置では、本発明の範囲から逸脱することなしに変更が行われる場合がある。た
とえば、並列接続されるＣSW－ＣP2のコンビネーションをもつインダクタＬ1及びインダ
クタＬ2が置き換えられる場合がある。また、２つの直接構成ＣV－ＣP1及びＣSW－ＣP2で
は、それぞれのダイオードの極性に関する適切な選択により素子が置き換えられる場合が
ある。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】従来技術のデュアルモード同調回路の回路図である。
【図２】両モードにおける図１の装置のインピーダンス－周波数特性を表すグラフである
。
【図３】本発明に係るデュアルモード同調装置の回路図である。
【図４】両モードにおける図３の装置のインピーダンス－周波数特性を表すグラフである
。
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